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は じ め に
関東、つまり山海関 より東は、 もともと清の祖宗発祥の地と・して、開国以来長い間、関内か
らの移住が禁止されていた。それが十九世紀に入 り、ロシア勢力の南下に伴 う軍事上の必要か




化的にも日本と随分隔たった関東 日本で言 う 「満州」は、二十世紀に入るやいなや、 どう
い うわけか突如として膨張日本の北の最前線 と変わ り、続いてその死活を左右する 「生命線」
に急変 し、さらには帝国日本の 「命取 り」にさえ発展したのであった。それはとりもなおさず、
















げ」の悲惨な体験を伝>xる ものの中にさえ確認できるほどである。そして 「満州」に関す るこ
の特殊な:思いがもし単なる一種の郷愁に留まるならば、問題はまた単純かもしれないが、多 く
の場合かつて 「理想国家」を建設 しようとしたあのとてつもないユートピア幻想と絡んでいる









略)満 鉄を中心 とする満蒙開発は、新天地の驚異的な発展をもた らしたが、なお、多 くの
障害が纏綿 した。新興満州国はそれらの矛盾を止揚 し、 自ら欲するままに開発建設するこ
とができた。民族協和、王道楽土の理想が輝 き、科学的にも、良心的にも、果敢な実践が
行なわれた。それは正 しくユニークな近代的国つ くりであった。直接これに参加した人h




家だからこそ、 こうまで自分を正当化 してしまう一面 というものがたしかにある。しかし、つ



















代 日本においては、たと>xば北海道の農業開発に見 られるように、多 くの場合、まず狭い意味
の 「開拓」と直結し、また農業移民を前提とすることで成立 している。そのことから考えれば、
いわゆる 「満州事件」後、鳴 り物入 りで推奨 された 「満蒙開拓」は、その規模 と影響において
あるいは近代 日本の作 り出した最大の開拓幻想、またはユー トピア幻想と見ることもできなく
はない。ただこの場合は、従来の北海道などのケースと違って、その幻想の生成が単に開拓実
践 とい う実際の行為によってなされたのではなく、む しろ甲午(日 清)戦 争以来のさまざまな
満州をめ ぐる言説が参与し、貢献 していることが非常に意味深い。まさにこれらの一人 よが り
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ならなかったのである。
以上のこれらの事情に鑑み、本稿では、いわゆる素朴なユー トピア思想 と直結 しそ うな 「満
蒙開拓」とい う 「開拓」の事実そのものよ りも、む しろ明治以来産出されたさまざまな満州関
係のテキス トを材料に、それ らの言説の考察を通 じて、かつて近代日本が生み出した最大の幻
想"満 州 ドリーム"の 生成の足跡を辿 りたい。それはけっして十分とは言えなくても、少
なくとも冒頭で指摘 したあの郷愁と反省の捻れた心情に対 して、私な りの整理、または解明の
糸 口を与えることになるだろう。
1.甲 午(日 清)戦 争、 日露戦争 と 「赤 い夕日の満州」
中国東北部に対する日本人の関心は、おおむね甲午(日 清)戦 争の開戦 とともに始まる。東
学党の乱で蜂起 した農民軍鎮圧を理由に相次いで朝鮮半島に出兵 した両国軍の衝突は、中国側
の戦闘意志の薄弱さも手伝 って陸海 とも日本側の有利な形勢の下に進められ、開戦後三ケ月も
経たない うちに戦線はついに鴨緑江を越え、 日本軍 も東北領内に侵入 した。戦場における日本
軍のこうした度重なる勝利を日本国内にいち早 く伝えたのは、当時のジャーナ リズム、たと>Z..
ばr国 民新聞』に掲載 された国木田独歩のr愛 弟通信』(初 出時の題名はr海 軍従軍記』)の よ
うな従軍記者の従軍記や戦争報道などであるが、中でも開戦にわずかに遅れて創刊された博文





しか し、戦争の間に行なわれた戦地紹介 としてのこうした一連の 「満州」報道が、その後た
だちに日本人の満州イメージの形成にはつながったわけではない。占領した場所が遼東半島に







の三編 ぐらいしか見当らず、次の明治三十年になるとそれがまった く姿を消してしまう。そ し
てこれら満州ものに取って代って登場 したのが、台湾についてのさまざまな紹介と論文である。
ところが、いわゆる台湾の植民地経営だけに目を奪われたのも束の間であった。明治三十年
代に入ると、 ロシアが東清鉄道の敷設などをは じめ急速に 「満州」や朝鮮に進出し、さらに義
和団の乱に乗 じて瞬 く間に 「満州」を占領 した。こうしたロシア勢力南下の一連の動きに刺激
され、たとえば 「満州」の軍事、商業上の地理的重要性を強調する 「満州論」がふたたび 『太
陽』(小藤文次郎、明治三十五年第十四号)誌 上に現れたように、「満州」が運命的にももう一
度 日本中の関心の的 となる。そ してこのロシアの南侵をなんとか して食い止め、「満州」と朝
鮮における権益上の劣勢を挽回しようとしたのが、ほかならぬ明治三十六年から三十七年にわ











にしているのがまさに遼陽会戦の進展であ り、結末では 「遼陽が取れた」とい うニュースに感
涙をこぼ しながら、「満州のさびしい平野に横わつた同胞」を思いつつ、若き最後を遂げたこ
とになっている。作者の花袋は、かつて日露戦争の際に従軍記者 として半年近 くも 「満州」に
滞在 し、帰国後 『第二軍従軍 日記』(博 文館、明治三八 ・一)を 発表するほど、現地の状況を
詳細に観察し、また記録 した人である。その経験あってこそ、花袋は国勢の高揚 しつつある中、
人一倍出世願望を持ちながらも、結局は零落れていかざるをえない一青年の運命を描 くにあた
って、ほかならぬ 日露戦争の進展を作品内の時間の流れ として選び取 り、また戦場である 「満





争実記』(独 立評論社編集、育英社発行)の 第一号が二十六版、二十五万部とい う空前の売れ
行きを見せたのも、その一端を示すだろ う。そしていわゆる 「十万の英霊、二十億の国帑」を
代償に勝ち取 った 「満州」は、その後 まさにこれ らの 「犠牲」の記憶 とともに人々の心に深く
根差 し、辺境であ りながらもいつの間にか感傷、ひいては郷愁の対象へ と変貌 していったので





























太平洋戦争の終結まで 「日本陸軍」(大 和田建樹作詞、深沢登代吉作曲、明治三七 ・七)と
ともにもっとも広 く歌われた軍歌 と言われ るこの歌は、 もともと意識的に伝達しようとしてい
192
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る亡き戦友への心情もさることながら、その眠れる場所 としての 「赤い夕 日の満州」の持つ独
特の感傷ないし叙情性を国民一般の心に濃厚に植え付けた。そ して、まさにこの歌に源を発 し、
以後 「赤い夕 日の満州」はあらゆる言説の中で流布 しなが ら心象風景 と化 し、日本人の 「満州」
に対するイメージの原型を形成 していったのであった。それは、た とえば大正六年九月、中国
漫遊のため東北三省を訪れた徳富蘇峰 までがこの 「満州」の 「落 日」に感激 し、富士の日の出
に匹敵する 「美観」と絶賛してやまなかったことにもうかがえる(r支 那漫遊記』、民友社、大











くの人々の満州夢を掻 きたて続けたのであ った。この種の精神志向が生まれた背景 として、一
つは清朝打倒を目的とする中国の革命運動がここに来て、いよいよ本格化 し、 しかも日本、特
に東京を一つの根拠地 としていた ことと、 もう一り はそ うした中国革命に対 し、 日本の民間右
翼組織や国家主義者、アジア主義者たちが各hの 目的から一様に強い関心を示 し、一部には熱
い援助の手を差 し伸べた り、 この機会を日本の大陸進出に利用しようとした りする言動が急に
目立ってきたことが挙げ られる。
前者の例としては、た とえぽ一九〇五年に在来の革命組織、孫文の興中会、黄興の華興会、
章炳麟の光復会などが東京で大団結 し、孫文を総理 とする 「中国革命同盟会」を結成 している。
後者の場合は、宮崎滔天の活躍が何よりも有名だが、従来の黒竜会ほか、その下部組織とも言
える有隣会(明 治四四年成立)、 さらに同 じ年に結成された善隣同志会や支那問題研究会など
がほぼ同 じことを趣旨として掲げている。これらの組織は、時には中国に人員を派遣 して革命
派と接触 した り、時には中国問題で宣言書などを大々的に出した りして、その活動がいわゆる
大陸雄飛の夢を煽る上で、多 くの青年たちに少なからぬ影響を及ぼしたと言える。のちに、大
衆児童文学作家 として名を知られる山中峯太郎が中国革命の熱気に感激 し、陸大を中退 して「天
下を取 りに行くんだ」 と豪語 しながら大陸に渡ったのは、まさに日本国内のこのような雰囲気
に浮かされた好例である。そ してこの時期、 日本の青少年たちのこうした大陸雄飛志向を刺激
し、その夢を掻 きたてた要素 としては、先の右翼組織や革命派などの活躍以外に、もう一つ、











































った 日本人が現に三、四名を下 らず実在 していたのである。彼 らの海のむ こうでの活躍ぶ りは、






軍の援護射撃などを行なっていたのに対 し、後者の特別行動班は、遠 く内蒙古に入 り、ロシア
軍の背後から特にその兵站線や東清鉄道などを狙っていた。 これ らの特別任務で活躍し、のち
にその名を広 く知 られた者 として、たとえば東清鉄道の嫩江鉄橋を爆破 しようとしてロシア軍
に捕まえられ、明治三十七年四月ハルピソで銃殺刑に処せられたいわゆる六烈士の二人、大陸
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られ、晴れやかに一宮鈴太郎、横浜正金銀行副頭取夫人となっている。
また一方、以上の軍関係の謀略馬賊とは違って、まった くの自力で地元馬賊の頭目に伸 し上
がった女性もいる。通称 「シベ リアお菊」、あるいは 「満州お菊」 とも呼ぼれた山本菊子 とい
う人物である。一説によれば、彼女は九州、天草の生まれで、七才の時朝鮮に売 り飛ぽされ、
以後大陸各地を放浪 したが、その間官僚の妾や、料理屋の女中、さらに日本軍の慰安婦にまで
なったことがあるとい う(渡 辺龍策 『馬賊』、中公新書、一九六四 ・四)。 ブラゴエシチェソス
クの 「オーロン宮」とい う酒場で女中をしていた時、経営者であ り、馬賊団の大頭 目でもある













入 りし、第二次奉直戦争の時、頭目として張宗昌麾下で活躍 し、のち東北抗 日義勇軍の総頭 目
にまで祭 り挙げ られた尚旭東こと小日向白朗、また海賊船で満州に渡 り、一時伊達の訓練を受
けた後、地元の馬賊団に身を投 じ、満州事変後の溥儀 天津脱出の際に華北地方で中国官憲の牽
制工作を巧みに行なった謀略馬賊の松本要之助など、その数は実に枚挙にいとまがない。むろ
んこれらの馬賊の多 くは、そのまま日本軍 の手先であ り、彼 らの犯 した罪の数々はけっして許
されるべきではないが、ただその存在 自身がつねに伝説化された形で、一部の青少年にロマン
チ ックな夢を掻 き立て続けたのも事実であろう。「夕日と拳銃」とい う満州イメージの中で、
片方の拳銃、つまり馬賊を抜 きにしてはとても 「満州」のことが語れないのは、まさにこの一
点においてである。
3.新 天地 と逃避行の間一 漱石の 「満韓 ところどころ」
明治三十八年九月、日露両国はアメ リカの斡旋でポーツマス講和条約を結び、一年六ケ月に
わたった 「満州」での利権争いの戦争を終結 させた。 この条約によって日本は甲午(日 清)戦
争後の三国干渉で手放 さざるをえなか った南満州の権益の一部を、まさに十年間の 「臥薪嘗胆」
の後、多大な犠牲を払いなが らももう一度手に入れることができた。それは具体的には、ロシ
アが持 っていた関東州租借権 と長春 ・旅順 口間の鉄道及びその付属利権 という、実際には鉄道
を中心 とした諸施設に限 られていたのであるが、 しか し戦勝気分に乗 った日本の朝野は、そん
なことにはまった く頓着なく、あたかも南満州を新たな植民地 として獲得 したかのような雰囲




施設を実行する」(後藤新平 「満州経営梗概」、原田勝正 『満鉄』〈岩波新書、一・九八一 ・十二〉
による)と い う、どこまでも満鉄を 「満州版東印度会社」として、さらに 「満州」を新"領 土"
として 「経営」 してい く姿勢を取っているのである。
その意味で明治三十九年十一月満鉄設立後、その沿線地域に対する意識的な支配権拡張の政
策の下で多 くの人が職を求めて 「満州」に渡 り、中には新天地で 「濡れ手に粟」の利益をつか
もうとする 「一旗組」(原 田勝正r満 鉄』)ま で現れたのも、あるいはきわめて当然のことかも
しれない。事実 この時期、「満州へ行けば どうにかなる」 という幻想は、戦争直後のあの感傷
的な満州イメージと交錯 しつつ、ほかならぬこの新設の国策会社を中心に急速に広がったと言





漱石が大学予備門時代の旧友、満鉄二代 目総裁中村是公の招きで 「満州」に来遊 したのは明
治四十二年九月、満鉄誕生から満三年を数えようとしていた時期である。開業以来の基盤整備
がほぼ完了し、これから在来の経営方針に向けて大いに邁進 しようとするこの時期に中村が漱
石をわざわざ 「満州」に招待 した目的はきわめて明白で、文豪漱石の筆を借 りて成長 しつつあ
る満鉄の諸事業を内外に宣伝 してもらお うとい う算段にほかならない。現に漱石もその意を十
分汲み取った と見えて、「満州」到着後は持病の胃痛に悩まされなが らも、満鉄側の組んで く
れた視察スケジュールを実に精力的にこなし、大連 ・ハルビン間の主な満鉄付属施設をほぼ一
通 り訪ね歩いている。そして帰国後、彼はさっそ く十月二十一日を初回に、以後十二月三十 日
まで断続的にこの一ケ月半に及ぶ旅行の報告をr満 韓 ところどころ』と題 して東京 ・大阪両r朝
日新聞』紙上に連載 し始めたのである。
漱石研究史の上では、従来、このr満 韓 ところどころ』についての評価は総 じて低い。「クー
リー」を始めとする中国民衆に対する差別意識への批判もさることながら、紀行文 としても、





る追及意欲の欠如が しぼ しぼ漱石の 「限界」(友 田悦生 「夏 目漱石と中国 ・朝鮮」〈芦谷信和等
編 『作家のアジア体験』所収〉、世界思想社、一九九二 ・七)と して指摘 される。
しか し、中韓両国の民衆に対する差別意識はともか くとして、以上で非難されている漱石の
これ らの姿勢については、もしきわめて好意的な解釈をするならば、おおむね気配 り屋漱石一




択として想像できよう。また撫順炭坑紹介中の突然の連載中止にしても、年越 しが変だ とい う






その意味で、「満韓」をまった く無視 したこの 『満韓 ところどころ』に、われわれはさまざ
まな配慮に囚われ過ぎた漱石のアジア認識の甘 さを指摘することができても、それはただちに
漱石にとって 「満韓」が 「軽微な意味」しか持たなかった とい う結論にはおそらく結び付かな
い し、ましてやその旅行が彼の 「精神に及ぼ した影響がほ とんど皆無」(友 田悦生、前掲論文)






えば 『三四郎』(明 治四一 ・九)の 広田先生や 『それか ら』(明 治四二 ・六)の 長井代助などと
異な り、むしろ根本的なところでそ うした 「高等遊民」を含む主人公たちの世界を相対化する
ものとして機能 している。







いる。その意味で安井の名は 「色んな人が落ち合つてる」「物騒な所」 としての 「満州」 とと
もに明らかに一種の記号性を持 って、主人公宗助と彼を取 り巻 く平凡な日常空間を揺がし続け
る、作品のもう一つの極をなしていると思われる。





「指標」に 「社会の潜水夫」のような 「探偵」行動を開始するのであるが、彼が突 き止めたの
は友人須永市蔵 とその従兄妹田口千代子 との複雑な恋愛感情をめ ぐって形成される男女の 「小
さな宇宙」にほかならない。作品の中核でもあるこの 「小さな宇宙」の周辺には、むろん二人
の叔父で もある自称 「高等遊民」の松本恒三のような、双方の相談を受けつつその 「小さな宇
宙」を分析、批評する人物 も配置されるが、 しか し松本も含め、登場人物たちの自閉的な関係
構造を突き破 り、まった く外側からそのすべてを相対化する 「一種の符徴」のような役割を果
た しているのは、紛れもない満鉄 「大連電気公園娯楽掛 り」の森本の存在である。彼は、作品
の後半において登場こそしないが、 しか し須永市蔵の到達 した 「考へずに観る」という最後の
心境を考慮すれぽ、彼の果たした役割はけっして軽んじられない意味を持っている。
登場人物を 「満韓」に脱出させることで、作品主人公の世界に対 してある 「批判」的な意味
を加x.、 あるいは一種の相対化を計ろうとするr門 』やr彼 岸過迄』のこの構造は、作者晩年





分が見えない」彼には、同 じ 「我執」に憑かれた妹たちの 「理屈」は、一向通用しない。唯一
彼を心から 「厭がらせ」、その 「余裕」を根底から揺がす存在は、 自称 「生涯漂浪 して歩 く運
命を有つて生れて来た」「無籍もの」で、「善良なる細民の同情者」である小林とい う人物にほ
かならないが、津田の叔父である藤井のところで長い間雑誌の編集を手伝ってきたこの男は、
生活苦のために 「とうとう東京に居たたまれなく」な り、近々 「朝鮮へ落ちる」ことになって
いる。作中、この朝鮮への 「都落」は、いわば人生最後の砦 として、「上流社会」に対する小
林の 「自棄的闘志」を支える一種の 「武器」のような機能を付与されてお り、まさにこの究極
的な立場に 「落ちた」からこそ、彼はまったく 「自由な境遇に立つて」津田に 「復讐」もでき、
また徹底的に外側か ら作品世界全体を相対化することもできるのである。






かの形で接 していたに違いない。そ うした人々の激 しい生き様に対する観察が、作家である彼




よいよ 「外部」または 「社会」的な要素をも視野に入れ、みずからの 「我執」を相対化 しよう
とする漱石の精神運動の軌跡 さえ確認できる。その意味で 「満韓」旅行は漱石の 「精神に及ぼ
した影響がほとんど皆無」であるどころか、む しろ決定的な"事 件"と 見なされるべきであろ
う。






たらしたが、中で もこの橋を通 って日本から朝鮮、「満州」を経て ヨーロッパに至る国際連絡
運輸が実現 されたことで、 日本の近代 ツーリズムの成立と発展に大 きく寄与 した ことは特に注
目されるべきだろう。ちなみにち ょうどこの朝鮮、「満州」経由の国際連絡運輸が可能となっ
た五 ケ月後の明治四五年三月に、鉄道院を中心とす る日本郵船、東洋汽船、南満州鉄道などの
共同出資でジャパソ ・ツーリス ト・ビューロー(JTB)が 設立され、そ して このビューローか









り込まれた。JTB設 立後一年 も経たない うちに大連、朝鮮、そ して台北支部が次々と設置さ
れたのは、つま りはそ うした事情の端的な現れと言>z..る。創立期のこのような方針は、その後
大正半ばに入って日本人観光客が増大し、 さらに大正十三年、日本の旅行文化向上を事業目的
とする文化運動団体 日本旅行文化協会(の ち日本旅行協会 と改称)が 設立されてからも、
おおむねそのまま継承された。
たとえば、 日本旅行文化協会の設立とともに創刊されたその機関誌 とも言える旅行専門雑誌
『旅』の創刊号(大 正十三 ・四)に おいて、当協会設立の趣旨を説明するに際し、「内地」と
並んで 「朝鮮、満蒙、支那等に於ける人情、風習の紹介」もその活動 目的の一つとして指定さ
れてお り、また同じ創刊号に掲載されている満鉄の広告には 「旅行シーズソ来る/朝鮮へ!/満
州へ!/支 那へ!」 とい うすこぶる直截的な宣伝文句が大きく刷 り込まれている。これ らのこ




混乱の真っ最中の 「満州」を通って、 シベ リア鉄道でヨーロッパに向かっている。
しか し、この林芙美子のような個人旅行者の斡旋は、あ くまで 「満州」における日本近代 ツー
リズムの事業内容の一部に過 ぎなかった。 これと同等、いや場合によってはこれを上回る比重




跡をめ ぐる 「中学校合同満州旅行」が実施 され、以後 これに右へ倣えの形でいわゆる 「戦場旅




〈中公新書、一九九六 ・六〉による)や 文部省、陸軍省などの誘導 もあろう。 しか し、先程も
確認したように、開戦以来の夥 しい戦地報道によって培われた 「満州」に対する国民側、この
場合は学生側の特別な感情移入も無視できない。いわば、まさにあの多大な感動 と興奮を与え
て くれた 「旅順」に行きたい、二百三高地を一 目見たいという全国民的な戦勝気分 と衝動が彼
らを積極的に満州へ足を運ばせ、またそ ういう修学旅行への 「夢」を膨 らませたに違いない。
さもなけれぽとてもこの昭和初年をピークとし、以後太平洋戦争の開戦直前まで続いた 「満韓
修学旅行」ブームを説明できないだろう。「組織者」の意図を支>x.た 「参加者」の熱意、これ











彼は山東省を始め、華北、「満州」、さらに朝鮮を四十五 日間もかけて大旅行 した。そ して他の
要素もないわけではないが、結局この時の旅は彼のその後の人生を 「満州」としっか り結び付
けて しまったという(伊 藤武雄 『満鉄に生きて』)。
このようにどんどん膨 らんでいく 「満韓修学旅行」ブームは、昭和初年にピークを迎えると
されているが、実はこの前後になるとあたかもこのような 「修学旅行」に釣られた形で一般社
会人 も 「満韓」への団体旅行に動 き出す。たとえばJTBよ りも早 く創業され、当時民間業者
としては最大の規模を誇 っていた 「日本旅行会」は、昭和二年に初めての 「鮮満巡遊」の団体
旅行を主催し、以後おおむね年に一回のペースで戦時中までこれを実施している(r日 旅六十
年史』、株式会社 日本旅行、昭和四五 ・十二)。 日旅のこれらの 「鮮満巡遊」のスケジュール表
を見るかぎ り、視察団と称 されるその団員の辿るコースは中高生のそれ とほぼ同じで、戦跡 と







東修学旅行記』(明 治四十年刊)な る報告書が存在 しているようだが、筆者の手元にあるのは、
東京府立第一商業学校校友会から出された当校(現 在の一橋大学)の 「昭和六年度第七回鮮満
支視察旅行」の帰国報告書r大 陸を歩みて』(富 文館、昭和六 ・十二)と いう本である。
「東京市有馬尋常小学校」蔵印付きのこの本は、全部で三編からなり、その三編にそれぞれ
「紀行」「研究」「余録」を当てている。「紀行」は当番の記録係 りによる全 日程の毎 日の見学
内容と感想、「研究」は参加団員八十人の書いた 「各々一編」の小論文で、また 「余録」は各
地で聞いた商業界著名人の講演の記録と第一回目(大 正十四年)か ら第六回目までの 「鮮満支
視察団」の日程になっている。校長と視察団長の序文によれぽ、ここにいわぽ 「将来の東亜に
卓立すべき青年諸君」「八十の眼に映 じた支那」があ り、その 「一粲を得ば他山の石に止まら
ざるべき」と高 く讃えられている。試みにそのいくつかを暼見してみ よう。
五月三十一 日(日 曜 日)晴 寒さを防ぐ為の二重窓を開くと、淡い朝霧と共に、陽が入











の下るのを覚えた。やおら首を上げて仰げぽ五月の空に塔の高 く聳えて、 しみ じみ 日本帝
国民の覚悟を感 じたのであつた。(紀 行編 「第十 日」 山田正二)






く当時の苦戦を しのば しめ泣かぬ者はない。(中略)私 は思ふ。旅順は日本人の永久の修
養地である。中世紀の西欧の人が、ローマへ旅 したや うに、いや、西国三十三番、四国八











る一大原因ではないか としみ じみ思はれた。(中略)宝 庫満蒙の地は広い。然 し漸次狭め
られてゆく我が権益 と同胞の地位を思つた時、我 々はそこに責任感が湧然 として沸 き上る
のを禁 じ得ない。(研 究編 「満州雑感」 川端嘉一郎)
実に"素 朴"な 観察 と感想である。 しか しまさにこの素朴な記録の中にこれまでわれわれが
確認 してきたあの叙情 と感傷、さらに権益の対象としての 「満州」が"み ごとに"凝 縮 されて






大 きな 「夢」を膨らませながら、多 くの少年が 「満州」に渡 っていったのであった。
お わ り に
一九三一年九月十八 日、瀋陽(奉 天)郊 外の柳条溝で、関東軍による自作自演の満鉄線路爆
破事件が起こり、世に言 う 「満州事変」が勃発 した。そ して翌三十二年の三月に、これまた関
東軍の演出で"新 国家"宣 言がなされ、いわゆる 「満州国」が誕生する。「頂天立地」の 「新
天地」(「満州国国歌」)と讃えられたこの"新 国家"の 建国理念は、すなわちのちに 「満州」





らのさまざまな政治的理念や 「理想」が混在 し、錯綜 しているが、紙数の関係で、それ らの動
きについてはこれ以上は触れない。ただ一つだけ指摘 しておきたいのは、もともと建て前 と「方
便」(元 満州国総務庁警務総局長星野敏雄、rAERA」 記者のインタビューに対する回答 〈一九




が感 じた 「我が権益」に対する 「責任感」とい う角度から見れば、あるいは至極"当 然"の 結
果だったかもしれない。 とい うのは、「満州」において 「我が権益 と同胞の地位」が強調され
る以上、いや 「満州国」の成立自体がその両者を前提としている以上、たとえどのように立派
な 「王道」と 「協和」の理念が提示されても、それは 「方便」でないとしたら、すなわち 「幻
想」であ り、実現不可能な 「空想」である。しかし甲午(日 清)戦 争以来 「満州」を完全に 「情
念」化 して しまった国民は、そ うした矛盾に気付 くはずもなく、むしろ 「満州国」 という 「実
体」を得たことによって、従来の 「夢」をいっそ う膨 らませ、ひたすら他の民族 とは何 ら関係
のない、あるいはそれ らの民族の犠牲の上に立った 「楽土」の実現を夢見続けたのであった。
我が昭和七年三月一 日、新国家満州国は満蒙の地に出現 し漢、満、蒙、 日、朝を表象す
る五色旗が、新京の空高 く翻つた。満蒙の地は 日清、 日露の両役を通 じ、歴史的にも地理
的にも、亦経済的にも我国とは、密接な生命線 として結ばれて居るが、新国家の出現は、















れた 「言説」でしか 「満州」を観察し、また叙述 しえな くなった 「夢」の 「参加者」が無数に
存在 したからこそ、のちの何十万の 「開拓移民」に象徴 されるような、「組織者」側の作 り出





"Manchukuo" 一The刑 〃5ごonandRea〃 かqプRColonialP〃adise
本の官民がそれこそ"一 丸"と なって、お互いに支>x支 えられながらさらなるとてつもない 「幻
想」を創出 し始めたことであ り、またそれが崩壊するまでほとんど無限際に 「自己膨張」を続
けた とい うことである。むろん 「満州国」成立後に、この日本人の 「満州幻想」の辿 った足跡
にも、興味をそそる複雑な経緯が存在するのだが、それ らについてはまた稿を改めて論 じるこ
とにしたい。
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